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た。教材の設計は、全てインストラクショナルデザインの理論の一つである ARCS モデルに基づき、
設計することとした。ARCS モデルとは、学習意欲の問題と対策を、注意 ATTENTION・関連性 











教材のタイトルはそれぞれ以下の通りである。図 1 に実際の教材の画面イメージを示す。 
 
FIRST STEP：まずは観客になってみよう！ 
・アカデミックディベートの魅力に触れよう！(第 1 回) 
・アカデミックディベートことはじめ(第 2 回) 
・フローシートの書き方を学ぼう(第 3 回) 
 
SECOND STEP：「競技ディベート選手」になってみよう！ 
・選手になってみよう！①立論編(第 4 回) 
・選手になってみよう！②質疑・第一反駁編(第 5 回) 
・選手になってみよう！③第二反駁編(第 6 回) 
 
THIRD STEP：試合の準備(プレパレーション)をしよう！ 
・リサーチの仕方を学ぼう(第 7 回) 
・ブリーフづくりに挑戦！(第 8 回) 













図 1 教材画面イメージ 
FIRST STEP : まずは観客1こなってみよう l
・アカデミックディペートの魅力に触れよう 1(第1回）
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5.結果 
 動画教材を視聴した 11 名全員から回答が得られた。結果は以下の通りである。 
・回答者の競技ディベート経験年数について 
ディベート 1 年未満が 36.4%、1 年以上 2 年未満が 27.3%、2 年以上が 36.4%となった。 
・各タイトルにおける習熟度について 
各回のテーマに対応した問いについては、それぞれ 
第 1 回「今回の動画を見てディベートの全体像をつかむことが出来たと思いますか？」 
「できた」45.5%、「それなりにはできた」54.5% 
第 2 回「ディベートの試合形式に関して理解を深めることはできましたか？」 
「できた」81.8%、「それなりにはできた」18.2% 
第 3 回「フローシートの活用方法を理解できましたか？」 
「できた」72.7%、「それなりにはできた」27.3% 
第 4 回「メリット/デメリットの構成に関して理解できましたか？」 
「できた」81.8%、「それなりにはできた」18.2% 
第 5 回「反駁の 4 拍子に関して理解を深めることはできましたか？」 
「できた」63.6%、「それなりにはできた」36.4% 
第 6 回「第二反駁を行う際の手順を理解できましたか？」 
「できた」45.5%、「それなりにはできた」45.5%、「どちらともいえない」9.1% 
第 7 回「実際に試合を行う際に必要な準備や試合後の反省方法に関して理解できましたか？」 
「できた」54.5%、「それなりにはできた」27.3%、「どちらともいえない」18.2% 
第 8 回「根拠となる資料の適切な使用・引用方法に関して理解できましたか？」 
「できた」81.8%、「それなりにはできた」18.2% 


























































像で示すことで実例を明らかにするとともに、動画の当該 図 2 
様式６ 
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